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長寿医療研究開発費 平成２９年度 総括研究報告 

 
レジストリ活用によるロコモ・フレイル・サルコペニアの評価、診断、予防、治療法の改

良開発に資する多科・多職種連携研究（29-12） 
 
主任研究者 松井 康素 国立長寿医療研究センター  

ロコモフレイルセンター  
ロコモフレイル診療部（センター長兼部長） 

 
 研究要旨 

社会の急速高齢化の中、介護予防を念頭に置いたロコモティブシンドローム（ロコモ）、

サルコペニア、フレイルへの関心が多くの領域で高まっている。一方でそれぞれ検討すべ

き課題が残されており、臨床研究に基づくエビデンス蓄積は十分でない。これら（身体的

な虚弱を主に扱う）病態において、先導的役割を果たすべき当センターで全国に先駆け、

病態評価をはじめとした臨床研究を行うためH28年3月より「新しい外来（ロコモフレイル

外来）」を開設し、同時にロコモ、フレイル、サルコペニア疾患レジストリを構築している。

当外来は、移動機能を重視した整形外科的概念のロコモ、身体のみならず精神・神経、社

会的な問題も含めて包括的に捉える高齢内科からのフレイル、その両者のkey となる筋肉、

筋量を重視したサルコペニアのいずれをも詳細に評価し、内科医、整形外科医、リハビリ

科医をはじめ多職種が連携し、高齢者の身体的自立の支援を目指す、画期的な診療システ

ムである。本年度の研究開始時当初はまだ試験運用段階であったが、H30年2月新棟が開設

され、本格的運用を開始した。そして、同外来でのロコモ・フレイル・サルコペニアのレ

ジストリ活用による3つの病態の評価、診断、予防、治療法の改良開発を目的とした多臨床

研究を遂行し、さらに本研究チームを中心に、外来システムや評価項目の改良についての

検討も合わせて行ってきた。 
本研究では、ロコモ・フレイル・サルコペニアの評価、診断、予防、治療法の改良開発

に資する多科・多職種連携による、関連臨床、基礎、（疫学）研究（Ａ）を遂行し、その概

要を記載した。また本外来運用システムやレジストリシステムの改良に対する取り組み（Ｂ）

についても記載した。本研究に関連する取り組みとしては、健康長寿、介護予防の実現を

目指したこれらの3つの概念の啓蒙・普及・教育活動についても本研究の中で行うことを目

指しており、本年度行ったロコモの普及活動（Ｃ）について記載した。 
 
 主任研究者 
  松井 康素 国立長寿医療研究センター ロコモフレイルセンター  

ロコモフレイル診療部（センター長兼部長） 
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 分担研究者 
  原田 敦   国立長寿医療研究センター 病院長室（病院長） 
  荒井 秀典  国立長寿医療研究センター 副院長室（副院長） 
  近藤 和泉  国立長寿医療研究センター リハビリテーション科（部長） 
  徳田 治彦  国立長寿医療研究センター 臨床検査部（部長） 
  佐竹 昭介  国立長寿医療研究センター フレイル予防医学研究室（室長） 
  千田 一嘉  国立長寿医療研究センター 臨床研究企画室（室長） 
  渡邉 剛   国立長寿医療研究センター ロコモ診療科（医長） 
  長谷川 正規 国立長寿医療研究センター 病理診断科（医長） 

小林 真一郎 国立長寿医療研究センター 集中医療科（医長） 
 
Ａ．関連研究の概要 
骨粗鬆症性骨折・転倒に関する研究において原田は、転倒骨折と骨格筋量・サルコペニ

アの関連性を病院患者において検討した。骨粗鬆症データベースを使用し、転倒歴が 2 年

以内にわかった患者で転倒なし群 100 名、転倒あり骨折なし群 59 名、転倒あり骨折あり群

272 名の 3 群を解析した。骨格筋量については、上肢骨格筋量は 3 群に有意差を認めなか

ったが、下肢骨格筋量、身長二乗による補正値、骨格筋量指標（SMI）に関しては、転倒な

し群、転倒あり骨折なし群に有意差はなく、転倒あり骨折あり群で他の 2 群より有意に低

下していた。骨量については、全身骨 YAM 値は 3 群に有意差を認めなかった。下肢骨密度

は、転倒あり骨折あり群で低下していたが、脊椎骨密度は有意差を認めなかった。サルコ

ペニア合併率は、転倒なし群で 18%、転倒あり骨折なし群で 17%、転倒あり骨折あり群で

45%と転倒あり骨折あり群で有意に多かった。 
老年医学関連(ポリファーマシー)についての研究において荒井は、多科、多職種が連

携・協力しフレイル、サルコペニア、ロコモについて多面的、包括的な評価を行うロコモ

フレイル外来を受診した患者に対する、老年医学関連の研究として、ポリファーマシーと

これらの病態の関連についての検討と当外来での評価項目におけるポリファーマシー群（6
剤以上服用）と非ポリファーマシー群での比較を行った。患者 160 名（男性 61 名、女性

99 名、平均 77.4 歳）について検討した結果、年齢、疾患数、転倒スコア、MMSE、GDS、
TUG、SPPB、老研式活動能力指標で両群に有意な差を認め、身体機能に関連する項目につ

いてもポリファーマシーと関連がみられた。また、フレイルな患者ほど薬剤数が有意に増

加する傾向があり、ロコモ・フレイル・サルコペニアの概念に 2 つ以上該当すると有意に

ポリファーマシー患者が多いことが判明した。今後もこれら患者に対するポリファーマシ

ー対策が必要であると考えられた。 
身体的フレイル・転倒・リハビリに関する研究において近藤は、健康長寿教室に通う地

域在住のフレイル・プレフレイル高齢者 34 例(79±6 歳)に対し、ロボット・バランス訓練、

栄養療法、運動指導(コントロール)の3つの多角的介入を行い、それぞれの効果を検証した。
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結果は、上肢筋力は栄養療法中に有意に改善し(p=.016)、下肢筋力(p=.016)、バランス能力

(p=.031)はロボット・バランス訓練中に有意に改善した。今後、残りの症例の結果を加え、

論文作成を行う予定である。 
骨代謝・内分泌代謝に関する研究において徳田は、フレイルの予防・治療法の開発に資

する検討として、本年度は緑茶に含まれる主要なフラボノイドである(-)-epigallocatechin 
gallate (EGCG)に着目し、私共の知見を総括した。骨芽細胞培養系において、EGCG は腫

瘍壊死因子(TNF-α)およびインターロイキン(IL)-1 により惹起される IL-6 産生を増強した

が、血小板由来成長因子(PDGF-BB)、線維芽細胞増殖因子(FGF-2)およびエンドセリン-1
により惹起される IL-6 産生を抑制した。また、EGCG はプロスタグランジン(PG)F2α、骨

形成蛋白質(BMP-4)および PGE2 により惹起されるオステオプロテジェリン(OPG)産生を

増強した。炎症性サイトカインの一つである IL-6 は骨代謝調節因子として、OPG は破骨細

胞による骨吸収を制御する因子として知られている。私共の知見は、EGCG を豊富に含有

する緑茶が、骨折予防効果を期待できる高齢者の健康長寿に有用な嗜好飲料である可能性

を強く示唆し、骨粗鬆症ひいてはフレイルの予防に資する重要な研究成果であると考える。 
老年疾患・栄養障害に関する研究において佐竹は、ロコモフレイル外来を受診した対象

患者の栄養摂取量や栄養状態などの栄養学的指標とサルコペニア、フレイルとの関連性に

ついて検討し、これらの病態の予防、治療法について栄養学的な視点から検証することで

ある。本年度は、フレイルと栄養状態の関係（検証 1）、骨格筋量低下と摂取栄養素の関係

（検証 2）について横断的に解析した。 
検証 1により、フレイルの約半数、プレフレイルの約 3割において栄養状態不良（MNA-SF

≦11）を認め、ロジスティック回帰分析によりフレイルと栄養状態不良の間に有意な関連

性を認めた。検証 2 により、骨格筋量低下なし群に比べて、骨格筋量低下群では 1 日あた

りのタンパク質摂取量が有意に低値を示したが、現体重あたりのタンパク質摂取量を比較

すると、骨格筋量低下群で有意に高値を示した。 
 来年度は、検証 1、検証 2 ともに、対象者を増量することに加え、その他の因子を含めた

解析を行う予定である。 
慢性閉塞性肺疾患（COPD）に関する研究において千田は、診断時から人生最終段階まで

一貫した COPD の包括ケアには全人的な評価指標が期待される。フレイルの予後指標とし

ての妥当性を、国立長寿医療研究センター呼吸リハビリテーション外来の安定期 COPD 患

者（男/女: 40/3、74.9±5.9 歳）を対象に J-CHS 基準で検討した。基本チェックリスト合計

点によるフレイル評価との比較も行った。初回評価はフレイル(F)5 例、プレフレイル（P）
27 例、健常（Robust; R）11 例であった。死亡例が 43±22 ヵ月後において F には誤嚥・

窒息 1 例、P には COPD 増悪 2 例、胆管癌 2 例、肺炎・褥創による敗血症、心不全、脳梗

塞と排便後の突然死が 1 例ずつ、R には増悪 2 例、心不全と肝がんが 1 例ずつみられた。

また、COPD 増悪入院が 13 例、転倒が 14 例みられた。死亡、入院、転倒は P 以上に多く

みられ、COPD 患者においてもフレイルは予後指標としての活用が期待できる。 
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関節疾患、骨粗鬆症評価治療関連研究において渡邊は、近年、サルコペニアと呼ばれる

加齢性の筋量減少の病態が、高齢者の身体機能に及ぼす影響について議論されている。サ

ルコペニアは加齢のみが原因の場合を原発性サルコペニア、その他の原因(活動、栄養、疾

患)の場合を二次性サルコペニアと分類されており、変形性関節症患者は両者を有している。

人工股関節全置換術(THA)及び人工膝関節全置換術(TKA)などの下肢人工関節手術(TJA)は
疼痛を軽減し、二次性サルコペニアの予防が期待できる。TJA を行った患者に対して、経

時的な総合的評価を行った報告は少ない。TJA 施行患者 38 例に対して術前評価を兼ねた多

職種連携評価を行った。THA, TKA 患者ともに骨粗鬆症、サルコペニア、フレイル、認知

機能低下、栄養障害、ポリファーマシー患者を含んでおり、今後の TJA 手術において多面

的なアプローチが必要であることが示唆された。 
消化器外科疾患に関する研究において小林は、H29 年 1 月から H30 年 3 月までに外科術

前患者 30 人の登録をした。内訳は、大腸癌 13 人、直腸癌 5 人、肛門管癌 1 人、胃癌 6 人、

肝臓癌 1 人、乳癌 1 人、十二指腸乳頭部癌 1 人、食道胃接合部癌 1 人、膵臓癌 1 人であっ

た。術前サルコペニア評価では、サルコペニア 4 人（13.3％）、プレサルコペニア 10 人

（33.3％）、正常 14 人（46.7％）、評価対象外 2 人（6％）であった。術前のフレイル評価

では、フレイル 6 人（20％）、プレフレイル 17 人（56.7％）、正常 7 人（23.3％）、ロコモ

度評価では、ロコモ度 1 は 12 人（40％）、ロコモ度 2 は 12 人（40％）、正常は 6 人（20％）、

栄養評価では、良好15人（50％）、低栄養のリスクありが11人（36.7％）、低栄養4人（13.3％）、

サルコペニアに着目し術後合併症との関連では、サルコペニア正常群に、フレイルとの関

連ではプレフレイルに合併症が多く、ロコモとの関連性ではロコモ度 1、ロコモ度 2 ともに

同等であった。栄養と術後合併症との関連では、低栄養のリスクありに、合併症が多かっ

た。サルコペニア、フレイル、低栄養患者に術後合併症が必ずしも多い結果ではなかった。

しかし、症例数が少なく、術式のばらつきもあるため評価はできないので更なる症例集積

をして検討をしていく。 
 
Ｂ．本来運用システムやレジストリシステムの改良に対する取り組みと症例検討会 

本来運用システムやレジストリシステムの改良について、多職種の関係者が討議する戦

略会議原則隔月開催にて下記の日程にて全 6 回実施した。 
４月１７日 ６月２７日 ８月２９日 １１月１４日 １２月２６日 ３月１３日 

今年度の症例検討会は、原則隔週開催にて全 25 回実施した。 
 第２４回 ４月 ３日 
 第２５回 ４月１１日 
 第２６回 ４月１８日 
 第２７回 ５月 ９日 
 第２８回 ５月１５日 
 第２９回 ６月 ５日 

 第３０回 ６月１９日 
 第３１回 ７月４日 
 第３２回 ７月１１日 
 第３３回 ７月１８日 
 第３４回 ８月１８日 
 第３５回 ８月２８日 

 第３６回 ９月１２日 
 第３７回 ９月２６日 
第３８回 １０月１０日 
第３９回 １０月２４日 
第４０回 １１月２１日 

 第４１回 １１月２８日 



5 
 

 第４２回 １２月５日 
 第４３回 １２月１９日 
 第４４回 １月１６日 

 第４５回 １月３０日 
 第４６回 ２月１６日 
 第４７回 ３月１９日 

 第４８回 ３月２７日

 
Ｃ．本研究に関連する活動（ロコモの普及活動） 
日本整形外科学会の行うロコモ度テスト全国調査への協力要請を受けた。全国で 34 名、

中部ブロック 5 名の分担研究者として、名古屋地区で目標 660 名の測定をとりまとめ、責

任者として活動した。 愛岐県内のロコモアドバイスドクター80 名、協賛企業 20 社へ協力

を打診し、賛同いただいた愛知県内 15 院にて測定会が実施され、、内 13 院より記録用紙の

提出があった（計 374 名分）。 
また、当施設における地域でのロコモ普及活動として、9 月 30 日（土）に開催された大

府市主催の健康プログラムのキックオフイベントにおいて測定会を実施した（計 53名分）。

その際に、大府市市役所健康都市推進局林正実局長、中村浩課長と連携した。 
さらに、11 月 17 日(金)、18 日(土)に開催されたスギホールディングス㈱主催のウェルネ

スフェスタ in 大府において測定会を実施した（計 97 名分）。その際、大府市役所林局長、

中村課長、スギホールディングス㈱杉浦広一会長、杉浦昭子副社長と連携した。 
精査後ロコモチャレンジ！推進事務局へ 516 名分を提出した（平成 30 年 3 月）。 

 
Ｄ．健康危険情報 
なし 
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謝学会（ESPEN）基準による低栄養診断の有用性．第 4 回日本サルコペニア・フレイ

ル学会，2017 年 10 月 14 日～10 月 15 日，京都 
43) 荒井秀典．サルコペニア診療ガイドライン－治療－．第 4 回日本サルコペニア・フレ



14 
 

イル学会，2017 年 10 月 14 日～10 月 15 日，京都 
44) 荒井秀典．肥満症とフレイル・サルコペニア．第 38 回日本肥満学会，2017 年 10 月 7

日～8 日，大阪 
45) 荒井秀典．高齢者におけるフレイル・サルコぺニア予防・治療のための運動療法．第

36 回日本臨床運動療法学会学術集会，2017 年 9 月 2 日～3 日，大阪 
46) 荒井秀典．超高齢フレイル患者の心臓リハビリテーション．第 23 回日本心臓リハビリ

テーション学会 学術集会，2017 年 7 月 15 日～7 月 16 日，岐阜 
47) 木下かほり、松井康素、荒井秀典、佐竹昭介、千田一嘉、竹村真里枝、飯田浩貴、原

田敦．ロコモ・フレイル外来のおける低栄養の割合とフレイルの関連、生活背景の特

徴．第 30 回日本老年学会総会，第 59 回日本老年医学会学術集会，2017 年 6 月 14 日

～6 月 16 日 名古屋 
48) 谷川隆久、サブレ森田さゆり、川嶋修司、徳田治彦、荒井秀典．高齢者糖尿病患者に

おけるフレイルに関連する因子についての検討．第 30 回日本老年学会総会，第 59 回

日本老年医学会学術集会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日，名古屋 
49) サブレ森田さゆり、杉浦彩子、内田育恵、谷川隆久、徳田治彦、荒井秀典．高齢糖尿

病患者の難聴とフレイルの関連．第 30 回日本老年学会総会，第 59 回日本老年医学会

学術集会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日，名古屋 
50) 富田真紀子、丹下智香子、西田裕紀子、大塚礼、安藤富士子、下方浩史、荒井秀典．

地域在住高齢者の主観的幸福感がフレイルに及ぼす影響．第 30 回日本老年学会総会，

第 59 回日本老年医学会学術集会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日，名古屋 
51) 丹下智香子、富田真紀子、西田裕紀子、大塚礼、安藤富士子、下方浩史、荒井秀典．

地域在住高齢者のフレイルに対するソーシャルサポートの影響．第 30 回日本老年学会

総会，第 59 回日本老年医学会学術集会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日，名古屋 
52) 大塚礼、加藤友紀、西田裕紀子、丹下智香子、富田真紀子、白井禎朗、安藤富士子、

下方浩史、荒井秀典．高齢男女の食事時間帯（朝・昼・夜）別たんぱく質摂取量が骨

格筋量低下に及ぼす影響．第 30 回日本老年学会総会，第 59 回日本老年医学会学術集

会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日，名古屋 
53) 西原恵司、佐竹昭介、北川雄一、藤城健、川端康次、深田伸二、荒井秀典．術後合併

症の発症予測に対するフレイル評価の有用性．第 30 回日本老年学会総会，第 59 回日

本老年医学会学術集会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日，名古屋 
54) 平野裕滋、松井康素、近藤和泉、荒井秀典、佐竹昭介、竹村真里枝、飯田浩貴、伊藤

直樹、谷本正智、原田敦．ロコモフレイル外来における身体機能評価とフレイルとの

関連．第 30 回日本老年学会総会，第 59 回日本老年医学会学術集会，2017 年 6 月 14
日～6 月 16 日，名古屋 

55) 松井康素、荒井秀典、佐竹昭介、千田一嘉、近藤和泉、木下かほり、溝神文博、伊藤

直樹、サブレ森田さゆり、原田敦．当院に新設したロコモフレイル外来における多科、



15 
 

多職種連携におけるフレイル、サルコペニア、ロコモ評価．第 30 回日本老年学会総会，

第 59 回日本老年医学会学術集会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日．名古屋 
56) 山田実、荒井秀典．サルコペニア高齢者における口腔機能特性-地域在住高齢者におけ

る横断研究－．第 30 回日本老年学会総会，第 59 回日本老年医学会学術集会，2017 年

6 月 14 日～6 月 16 日，名古屋 
57) 金憲経、原田敦、荒井秀典．サルコペニア診断ガイドライン－治療－．第 30 回日本老

年学会総会，第 59 回日本老年医学会学術集会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日，名古

屋 
58) 大塚礼、西田裕紀子、丹下智香子、富田真紀子、加藤友紀、今井具子、安藤富士子、

下方浩史、鈴木隆雄、荒井秀典．地域在住中高年者を対象とした老化・老年病予防に

関する栄養疫学研究～NILS-LSA から～．第 30 回日本老年学会総会，第 59 回日本老

年医学会学術集会，2017 年 6 月 14 日～6 月 16 日，名古屋 
59) 荒井秀典．フレイルに対するビタミン・バイオファクターの効果．日本ビタミン学会

第 69 回大会，2017 年 6 月 9 日～10 日，横浜 
60) 荒井秀典．チームで考えるフレイル対策～薬剤との関連～．第 1 回日本老年薬学会学

術大会，2017 年 5 月 14 日，東京 
61) 荒井秀典．Frailty and sarcopenia: 2017 update．第 61 回 日本リウマチ学会総会・学

術集会，2017 年 4 月 20 日～22 日，福岡 
62) Kondo I. Frailty of older adults and rehabilitation for it. Scientific Conference on 

Rehabilitation Medicine between Fujita Health University & University of São 
Paulo, 2 April, 2017, Toyoake 

63) 伊藤 直樹, 太田 隆二, 飯田 圭紀, 佐藤 健二, 近藤 和泉．多職種が連携し健康長寿を

支えるロボットを開発「ロボット技術を用いたフレイル予防」. 日本老年看護学会第

22 回学術大会, 2017 年 6 月 14-16 日, 名古屋市 
64) 徳田治彦、黒柳 元、原田 敦、新飯田俊平、小澤 修. 骨芽細胞においてミモシン

(MIM)は低酸素誘導因子(HIF)を介してプロスタグランジン F2α (PGF2α)によるオス

テオプロテジェリン(OPG)産生を抑制する. 第 59 回日本老年医学会学術集会、名古屋、

2017 年 6 月 15 日. 
65) Kaori Kinoshita, Shosuke Satake, Yasumoto Matsui, and Hidenori Arai. Association 

between Frailty and Micronutrients Insufficiency in Japanese Older Outpatients. 
7th International Conference on Frailty & Sarcopenia Research (ICFSR2018), 
March, 1-3, 2018, Miami Beach 

66) 木下かほり、佐竹昭介. 高齢者のフレイル状態と摂取栄養素の関連性. 第 33 回日本静

脈経腸栄養学会学術集会，2018.2.22-23，横浜 
67) Kaori Kinoshita, Shosuke Satake, Yasumoto Matsui, Hidenori Arai, Atsushi 

Harada. Association between Frailty and Nutrient Deficiency in Japanese Older 
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Outpatients. 3rd Asian Conference for Frailty and Sarcopenia, October 27-28, 2017, 
Korea 

68) 木下かほり、松井康素、荒井秀典、佐竹昭介、千田一嘉、竹村真里枝、飯田浩貴、原

田敦．ロコモ・フレイル外来における低栄養の割合とフレイルとの関連、生活背景の

特徴. 第 59 回日本老年医学会学術集会，2017.6.14-16，名古屋 
69) Senda K, Satake S, Kondo I, Tokuda H, Nishikawa M, Endo H Miura H. Frailty 

evaluation with Kihon Checklist (KCL) in outpatients with COPD. 3rd Asian 
Conference for Frailty and Sarcopenia, 2017, Seoul, Korea.  

70) Senda K, Nishikawa M, Satake S, Kinoshita K, Takanashi S, Miura H, Matusui Y. 
Development of Electronic Communication Tool Adopting Frailty Evaluation Axis 
for Inter-disciplinary Health & Long-term Care Standing at the View of the Patient. 
3rd Asian Conference for Frailty and Sarcopenia. 2017, Seoul, Korea.  

71) 千田一嘉. フレイルを支える地域医療からみた COPD. 第 57 回日本呼吸器学会学術講

演会, 2017, 東京. (超高齢社会の地域医療：フレイルと呼吸器疾患 シンポジスト) 
72) 千田一嘉、西川満則. 呼吸リハビリテーション外来の包括ケアにおける高齢 COPD 患

者のフレイル評価と予後. 第 57 回日本呼吸器学会学術講演会, 2017, 東京.  
73) 千田一嘉、西川満則、三浦久幸. 患者視点立脚型地域包括ケアシステム構築懇話会にお

けるアドバンス・ケア・プランニング（ACP）を多職種で共有するための ICT ツール

の開発. 第 59 回日本老年医学会学術集会, 2017, 名古屋.  
74) 木下かほり、松井康素、荒井秀典、佐竹昭介、千田一嘉、竹村真里枝、飯田浩貴、原

田敦．ロコモ・フレイル外来における低栄養の割合とフレイルとの関連、生活背景の

特徴．第 59 回日本老年医学会学術集会, 2017, 名古屋.  
75) 千田一嘉、佐竹昭介、近藤和泉西川満則、徳田治彦、遠藤英俊、三浦久幸.「フレイル

予防：CGA 外来」における高齢 COPD 患者の基本チェックリストによるフレイルの評

価. 第 4 回フレイル・サルコペニア学会, 2017, 京都.  
76) 千田一嘉、西川満則、佐竹昭介、木下かほり、高梨早苗、三浦久幸、松井康素. 患者視

点立脚型の医療・ケアの実践にフレイル評価軸を多職種協働で活用する ICT ツールの

開発. 第 4 回フレイル・サルコペニア学会, 2017, 京都.  
77) 渡邉 剛、原田 敦、松井康素、竹村真里枝、酒井義人．高齢者関節リウマチ患者の

サルコペニア有病率とその特徴について．第 59 回老年医学会学術集会，2017/6/14，
名古屋市．  

78) 渡邉剛、松井康素．下肢人工関節置換術予定患者におけるサルコペニア・フレイル

の関係．第 4 回サルコペニア・フレイル学会，2017/10/15，京都府． 

79) 渡邉剛、松井康素．関節リウマチによる続発性骨粗鬆症と筋量減少の関係．第 19
回日本骨粗鬆症学会，2017/10/22，大阪市．  
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80) 原田敦、松井康素、酒井義人、竹村真里枝、渡邉剛、飯田浩貴、松井寛樹．サルコ

ペニアとフレイルについて．第 19 回日本骨粗鬆症学会，2017/10/20，大阪市．  

 
 
Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
 １．特許取得 
   なし 
 ２．実用新案登録 
   なし 
 ３．その他 
   なし  
 




